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と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動

二
十
一
世
紀
の
平
和
な
世
界
は
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
副
会
長

宇
治
商
工
会
議
所
会
頭

中

　

　

ノ

　

　

意

　

　

次

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
皆
様

方
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
引
き
続
き
ま
し
て
平
成

十
一
年
・
十
二
年
度
の
宇
治
市
国

際
親
善
協
会
副
会
長
に
就
任
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
は
、
宇

治
市
が
友
好
都
市
交
流
を
通
し
て

国
際
社
会
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
昭
和
六
十
一
年

に
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
な
ら
び
に
中
国
成
陽
市
と
友
好

都
市
盟
約
を
締
結
し
た
の
を
機
に
、

市
民
の
国
際
感
覚
を
深
め
る
と
と

も
に
市
民
レ
ベ
ル
の
親
善
交
流
を

推
進
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
二
年

（
一
九
八
七
年
）
　
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。平

成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
　
に

は
、
カ
ナ
ダ
国
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

と
三
つ
目
の
友
好
都
市
盟
約
が
締

結
さ
れ
、
宇
治
市
と
の
連
携
に
よ

り
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
幅
広
い
分
野
で
市
民
間
交

流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
協
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
友
好

都
市
と
の
交
流
事
業
を
中
心
と
し

て
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
地
域

の
国
際
化
を
進
め
る
人
づ
く
り
、

街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
会
頭
を
仰
せ
つ
か
っ

て
お
り
ま
す
宇
治
商
工
会
議
所
で

は
、
国
際
感
覚
を
持
っ
た
会
員
の

育
成
を
通
し
、
人
類
恒
久
の
願
い

で
あ
り
ま
す
世
界
平
和
の
維
持
・

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
特
に
産
業
・
経
済
の
交
流
を

積
極
的
に
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
過
去
に
宇
治
市
の
公
式
訪

問
団
へ
の
会
員
の
派
遣
や
商
工
会

議
所
独
自
の
訪
問
団
の
派
遣
な
ど

で
友
好
三
都
市
と
の
友
好
交
流
を

重
ね
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
商
工
会
議
所
と

は
、
宇
治
市
が
友
好
盟
約
都
市
を

締
結
し
た
翌
年
の
平
成
三
年
（
一

九
九
一
年
）
七
月
一
日
に
　
「
友
好

協
力
盟
約
」
を
締
結
い
た
し
ま
し

て
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
商
工
会
議

所
と
の
友
好
協
力
盟
約
を
契
機
に

し
て
、
友
好
都
市
と
の
距
離
が
更

に
近
く
な
っ
た
感
が
あ
り
、
文
字

通
り
国
際
感
覚
を
持
っ
た
会
員
の

醸
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
協
力
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

抜
粋

宇
治
商
工
会
議
所
と
カ
ム
ル
ー

プ
ス
商
工
会
議
所
は
、
親
密
な
る

友
好
関
係
と
良
好
な
る
通
商
関
係

に
あ
る
こ
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

双
方
の
国
民
と
会
員
の
利
益
の
た

め
に
産
業
的
及
び
教
育
的
・
文
化

的
事
業
に
お
け
る
相
互
の
友
好
協

力
関
係
を
更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
こ
こ
に
盟
約
す
る
。

併
せ
て
、
本
盟
約
を
具
体
的
に

推
進
す
る
た
め
、
下
記
の
通
り
声

明
す
る
。

①
産
業
と
市
場
に
関
す
る
情
報

を
交
換
し
、
こ
れ
を
双
方
の

会
員
に
提
供
す
る
。

②
双
方
の
会
員
に
よ
る
産
業
的

及
び
教
育
的
・
文
化
的
交
流

を
促
進
し
、
交
換
す
る
。

③
見
本
市
や
展
示
会
に
お
け
る

双
方
の
会
員
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
販
売
促
進
に
つ
い
て

相
互
に
支
援
す
る
。

④
両
国
間
、
特
に
双
方
の
会
員

間
に
お
け
る
産
業
上
の
投
資

を
拡
大
・
促
進
す
る
た
め
、

必
要
な
施
策
に
つ
い
て
双
方

の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
当
局
に

対
し
提
言
す
る
。

⑤
本
盟
約
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
そ
の
他
の
活
動
に
つ

い
て
も
こ
れ
を
主
導
す
る
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

今
、
世
界
の
平
和
は
、
す
べ
て

の
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
願
い
で

あ
り
、
そ
の
維
持
に
最
大
の
努
力

が
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
市
民
の
交
流
に
よ
っ
て
友

愛
と
信
頼
が
育
ま
れ
、
来
る
べ
き

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
一
層
、

共
存
・
共
栄
の
世
界
が
大
き
く
広

が
り
、
続
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
国
際
交
流
の
所
期
の
目
的

達
成
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
関
心

を
持
ち
、
国
際
理
解
・
協
力
に
つ

い
て
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
ひ
と
り
で
も
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
方
が
本
協
会

に
結
集
い
た
だ
き
、
大
き
な
輪
と

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。



ＵＩ ＦＡニュース

私の名前はアーブ　ロリンと言いまし

てシニヤーのスローピッチソフトボール

チームのメンバーでプレイをしておりま

す。リーグはカムループス中心に半径250

キロメートルの地域に10チーム有りまし

て、年間30試合いたします。チームは混成チームで何時

でも2人の女性がチームでプレイをしなければいけない事

に成っております。加えて男性だけのチームも有りまして、

55歳以上、60歳以上、65歳以上のカテゴリーでこれはトー

ナメントの試合をいたします。私は65歳以上のチームの

マネージャーであります。男性チームは8月の宇治市との

交流試合を大変楽しみにしております。　皆様の8月の訪

問を楽しみにおまち申上げております。カナダへの旅を皆

様が満喫されるようお祈り致しております。

Ｕｒｂ Ｒｏｌｉｎ

今年の交流試合の結果は、カムループス市14対日宇治

市、日系人会3対3宇治市でした。（一勝一分）

今日は！

私の名前はビル　ホロメイと言い1970

年来カムルーブスに住んでおります。

私はバンクーバーで生れ、1969年に学

校を卒業すると同時にキャムルーブスに移っ

てきました。1979年来カムループス市の消防士として本

日まで20年のキャリアーを続けております。

私の一番好きな時間はサッカーをすることです。サッカー

は六歳以来ずっと続けております。

私の家族ですが、父母、3人の姉妹、2人の兄弟が有り

ます。妻の名前はドナと言います。私共夫婦は旅行やモー

ターサイクルスポーツが趣味です。友達や家族を招いて楽

しい時を過ごすのが大好きで宇治からテニスやサッカーの

チームが来たときもホームステイのホストを致しました。

それはそれは楽しい一時で末長くお付合いするであろう友

人もできました。

私は1994年9月　カムループスオールドタイマーズサッ

カークラブの一員として宇治を訪問させて戴きました。宇

治市の人々は全員優しくホストの家族とは以来友人付合い

をしております。1999年か2000年に又サッカーチームの

訪問が計画されているそうですのでその時は参加する予定

です。

又の目を楽しみにしておりますと共に皆様の御健康と御

多幸をお祈りしております。　　　ＢＩＬＬ ＨＯＬＯＭＡＹ

［サッカーチームが宇治を訪問されるのは、2000年5月の】
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

：予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

宇
治
市
の
友
好
都
市

で
あ
る
カ
ム
ル
ー
ブ
ス

か
ら
お
手
紙
が
届
き
ま

し
た
。
全
員
宇
治
市
と

何
ら
か
の
形
で
関
係
が

あ
日
ソ
、
宇
治
市
に
た
い

へ
ん
親
し
み
を
持
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
カ
ナ
ダ
で
の

生
活
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
気
か
し
ま
す
。

私共一家は4名でピーター、バレリー、

ケイシー、ブリーナから成っておりま

す。

ピーターは1963年以来キャムルー

ブスに住み、バレリーはカムルーブス

に生れ育っています。

ピーターは鉱業関係のスチール製品

を製作する会社の販売部門に働き、バ

レリーは市役所のアクアティクセンター

に勤務しています。ケイシーはブロッ

クセカンダリーの8年生で13歳の女

子学生でスポーツが大好きです。ブリー

ナは8歳の小学校3年生でパーククレ

スト小学校に通っております。

昨年夏、宇治から2人の中学生をホー

ムステイ致す機会がありました。とて

も楽しく過ごしましてノリとアミと共

に沢山の忘れられない思い出を作りま

した。

宇治の皆様、何時の日にかカムルー

ブスを御訪問ください。私共も折ある

毎に皆様の国が素晴らしい所と伺い、

宇治を何時の日にか訪れる事を夢見て

おります。

Ｐｅｔｅｒ、Ｖａｌｅｒｉｅ、Ｃａｓｉｅ＆Ｂｒｅａｎｎａ

Ｌａｈｕｃｉｋ

ノリさんとアミさんもとても楽しい

思い出になったそうです。
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世
界
の
文
化
交
流
会

－
宇
治
国
隙
交
流
ク

㌢十．
バ
フ
ォ
ー

平
成
十
一
年
六
月
二
十
七
日
、

宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
の
恒
例
行

事
で
あ
る
「
世
界
の
文
化
交
流
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
そ
の
模
様
を
紹
介
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ

参
加
者
全
員
が
作
り
な
が
ら
食

べ
な
が
ら
の
懇
談
タ
イ
ム
で
す
。

①
茶
番
服
（
ち
ゃ
か
ぶ
き
）

②
お
抹
茶
コ
ー
ナ
ー

①
和
太
鼓

②
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

③
英
語
落
語

④
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス

⑤
バ
グ
パ
イ
プ

⑥
本
場
沖
縄
民
謡

展
示
コ
ー
ナ
ー

①
友
好
都
市
の
紹
介

②
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
写
真
展

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

＊

①
ス
リ
ラ
ン
カ
テ
ィ
ー

沢
山
の
取
り
組
み
で
ど
れ
を
中

心
に
紹
介
す
る
か
迷
う
ば
か
り
で

す
が
、
と
に
か
く
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
外
国
の
方
々

三
十
二
人
を
含
め
て
百
人
程
度
、

参
加
者
は
珍
し
い
　
「
お
茶
の
里
」

宇
治
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
番
服

に
強
い
関
心
が
あ
り
、
日
本
茶
の

味
を
楽
し
ま
れ
た
　
（
？
）
　
よ
う
で

す
。
中
に
は
、
二
回
目
で
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
を
記
録
、
も
う
日
本
茶
の
味

は
マ
ス
タ
ー
出
来
た
と
豪
語
す
る

ゲ
ス
ト
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
例
年
上
林
ご
夫
妻

の
ご
指
導
、
ご
支
援
で
行
っ
て
お

り
、
我
々
ク
ラ
ブ
の
自
慢
メ
ニ
ュ
ー

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
は
、
故
桂
枝
雀
師
匠
の
お
弟

子
さ
ん
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ

ン
さ
ん
の
英
語
落
語
。
演
題
は
、

「
ホ
ワ
イ
ト
　
ラ
イ
オ
ン
」
。
話
の

内
容
は
半
分
程
度
し
か
理
解
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
枝
雀
師
匠
そ

の
ま
ま
の
豊
か
な
ゼ
ス
チ
ャ
ー
は

迫
力
十
分
、
聴
衆
は
そ
の
魅
力
に

引
き
込
ま
れ
る
状
況
で
し
た
。

当
日
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
で
ご

協
力
戴
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

色
・
香
り
　
味
を
確
か
め
　
札
を
入
れ

宇
治
の
新
本
で
　
茶
番
服
や
壊
し

▼参加者全員が作ったおにぎりパーティ

みんなで踊った沖縄民謡カチャーシー▼

低
級
の

ス
コ
　
ッ
ト
ラ
ン
ド

バ

グ

パ

イ

プ

の

音

身
に
ま
と
い

高
ら
か
に
鳴
る

宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
は

宇
治
市
に
在
住
さ
れ
て
い
る

外
国
の
方
々
に
対
す
る
「
日

本
語
講
座
」
、
友
好
都
市
か

ら
の
訪
問
者
に
対
す
る
通
訳

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
主
催

の
　
「
語
学
講
座
」
　
の
サ
ポ
ー

ト
、
そ
の
は
か
「
文
化
交
流

会
」
「
世
界
料
理
教
室
」
　
等

も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

誰
で
も
参
加
出
来
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
入
会
く
だ
さ

い
。連

絡
先
　
　
今
川
　
博

℡
二
三
・
〇
三
七
二
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「
き
ょ
う
と
探
訪
留
学
生
ツ
ア
ー
」

開
催
！

外
国
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
り
た
い
け

れ
ど
、
機
会
が
な
い
…
…
そ
ん
な

方
に
朗
報
で
す
。

「
き
ょ
う
と
探
訪
留
学
生
ツ
ア
ー

（
留
学
生
交
流
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事

業
）
」
は
、
京
都
府
及
び
京
都
府
国

際
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
京
都
府
内
の
大

学
・
大
学
院
等
で
学
ぶ
留
学
生
に
、

地
域
の
伝
統
行
事
や
産
業
を
紹
介

し
、
京
都
府
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
通

じ
て
府
民
や
青
少
年
と
の
相
互
理

解
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
毎
年
、
各
市
町
村
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
宇
治

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

と
て
も
う
れ
し
く
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
さ
み
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

来
る
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
、
友
好
都
市
・
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
か
ら
ク
リ
フ
・
ブ
ラ
ン
チ

フ
ラ
ワ
ー
市
長
公
式
訪
問
団
一
行

が
宇
治
市
を
訪
問
さ
れ
ま
す
。
ブ

ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
は
今
回
で

三
回
目
の
宇
治
市
訪
問
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
秋
で
市
長
職
を
ご
勇

退
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
は
、
こ
の
訪

問
を
「
ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長

の
さ
よ
う
な
ら
訪
問
」
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
協
会
で
も
「
さ
よ
う

な
ら
訪
問
」
を
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、
市
長
の
長
年
の
ご
功
績
を
称

え
、
今
後
の
一
層
の
ご
活
躍
を
願

う
た
め
に
、
歓
迎
交
流
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ラ

ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
と
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
公
式
訪
問
団
を
歓
迎
し
た

い
方
は
ど
な
た
で
も
ど
ん
ど
ん
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
等
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

日
　
時

平
成
十
一
年
十
月
二
十
三
日
（
土
）

開
宴
　
十
八
時
～

受
付
　
十
七
時
～

場
　
所

京
都
醍
醐
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
二
階
宴

会
場

会
「
藍
　
五
、
〇
〇
〇
円

な
お
、
参
加
ご
希
望
な
ど
お
問

い
合
わ
せ
は
、
当
協
会
事
務
局

（
℡
〇
七
七
四
・
二
二
・
三
一
四

一
内
線
二
〇
五
八
）
　
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
留

学
生
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
宇

治
市
在
住
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

と
つ
い
つ
い
構
え
て
し
ま
い
、
大

変
な
こ
と
の
よ
う
に
思
い
が
ち
で

す
が
、
一
番
大
切
な
の
は
国
境
に

と
ら
わ
れ
な
い
人
と
人
の
心
の
つ

な
が
り
だ
と
思
い
ま
す
。
話
す
言

葉
や
生
活
習
慣
が
違
っ
て
も
、
う

れ
し
か
っ
た
り
楽
し
い
と
感
じ
る

心
は
み
ん
な
同
じ
で
す
。
ま
た
、

こ
の
事
業
で
受
け
入
れ
る
留
学
生

は
、
京
都
府
内
で
勉
強
を
さ
れ
て

い
る
の
で
、
多
少
は
日
本
語
を
理

解
で
き
る
と
患
わ
れ
ま
す
。

実
施
予
定
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
市
政
だ
よ
り
（
十
月
十
一
日

発
行
）
　
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

受
入
れ
留
学
生

市
内
在
住
の
大
学
生
お
よ
び
そ

の
家
族
　
四
〇
名

ス
ト
数

二
〇
家
庭
（
各
家
庭
二
名
ず
つ

受
入
れ
）

受

▼
十
年
ぶ
り
に

国
際
交
流
の
仕

事
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ

の
間
に
友
好
都

市
と
の
市
民
交

流
が
活
発
に
進

ん
で
い
る
こ
と

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）
～

十
一
月
二
十
八
日
　
（
日
）

受
入
れ
内
容

二
十
七
日

午
後
一
二
時
頃
体
面
式
の
後
、
各

ホ

ス

ト

フ

ァ

ミ

リ

ー

宅

へ

二
十
八
日

午
前
、
自
由
時
間

午
後
、
お
別
れ
交
流
会
な
ど

申

込

先

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
事
務
局

（
℡
二
二
・
三
一
四
一
内
線

二
〇
五
八
）

中
国
語
（
初
級
‥
定
員
二
〇
名
）

英
語
（
初
級
‥
定
員
二
十
五
名
）

の
二
コ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。

中
国
語
、
英
語
の
語
学
力
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
以
外
に
、
講

師
と
受
講
者
の
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
非
常
に
楽
し
い
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
、
平
成
十
一
年
十
月
二

〇
日
　
（
水
）
　
か
ら
平
成
十
二
年
二

月
二
十
三
日
（
水
）
　
ま
で
、
合
計

十
六
回
実
施
し
ま
す
。
会
費
は
、

会
員
の
皆
様
は
八
千
円
で
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
平
成
十

一
年
十
月
十
三
日
ま
で
に
当
協
会

事
務
局
（
℡
〇
七
七
四
・
二
二
・

三
一
四
一
内
線
二
〇
五
八
）
　
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

を
実
感
し
た
。

▼
特
に
、
中
学
生
の
カ
ナ
ダ
・
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
の
訪
問
は
、
す

ば
ら
し
い
体
験
の
場
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
や
人
生
に
夢
と
希

望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
帰

国
後
の
報
告
を
聞
く
に
つ
け
、
彼

ら
が
今
後
の
市
民
交
流
の
中
核
を

担
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
確
信
す
る
。

▼
そ
の
後
、
体
育
協
会
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
同
じ
く
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
を
訪
問
さ
れ
た
。
聞
け
ば

涙
す
る
よ
う
な
温
か
い
交
流
の
場

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
▼
ま
た
、

「
成
陽
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を
贈

る
会
」
は
、
市
民
の
募
金
に
よ
る

本
を
直
接
贈
る
な
ど
実
質
的
な
交

流
を
進
め
て
お
ら
れ
、
学
校
建
設

も
実
現
す
る
と
聞
く
。
▼
こ
う
し

た
市
民
交
流
を
見
る
に
つ
け
、
平

和
と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
十

三
年
前
に
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ヌ
ワ
ｊ

エ
リ
ヤ
市
を
訪
問
し
た
者
の
一
人

と
し
て
、
あ
の
時
の
子
供
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た
澄
ん
だ
瞳
を
、

も
う
一
度
見
た
い
も
の
で
あ
る
。
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